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2020年9月11日 

NPO法人国際CIO学会 

会員各位様 

                         NPO法人国際CIO学会理事長 

岩﨑尚子（早稲田大学教授） 

 

学会ニュース 2020年度 第 4号 
 

拝啓 時下益々御盛栄の段大慶に存じます．平素より皆様方の御支援御協力を賜り，衷心より

御礼申し上げます．学会ニュース第4号をお送りいたします． 

■■■トピックス■■■ 

1. 【速報】第15回世界デジタル政府ランキング発表 

2. 【本日】第2回Zoom月例研究会開催（9月11日（金）18：00～19：30） 

3. 【延期】9月末予定の国際CIO学会世界総会（ワシントンDC）は来年に延期 

4. 【募集中】創立15周年記念学会ジャーナル論文寄稿－2020年10月締切 

5. 【海外 IAC】国際CIO学会世界連合役員会，Webinar国際会議 

6. 【その他】国連SDGsセミナー 

 

1. 【速報】第15回世界デジタル政府ランキング発表‐日本7位，40メディアに報道発表 

9月 9日に「第 15回世界デジタル政府ランキング」を報道発表致しました．世界デジタル

政府ランキングは早稲田大学電子政府・自治体研究所が毎年公表しておりますが、今年はコロ

ナの影響もあり発表が遅れておりました．無事公表に至りましたことご報告申上げます． 

行財政改革の起爆剤となるデジタル政府が官民の大幅なコスト削減と行政の業務効率化に

貢献することは確かであり，経済成長・イノベーション戦略並びに国際競争力強化の基点とし

て本格的な推進展開が必要不可欠です． 

各国の進捗度を主要 10指標（35サブ指標）で多角的に評価する 15年間の本ランキング調

査分析は，国際デジタル社会への貢献度が高いと APEC、OECD から賞賛されています．日

本政府に「デジタル省」，「防災省」の創設など20項目の提言もしています． 

★WEBサイトはこちら→https://iac-japan.jp/  

 

2. 【本日】第2回Zoom月例研究会開催（9月11日（金）18：00～19：30）          

講師：総務省国際戦略局国際政策課長 大森一顕様（前国際協力課長）          

テーマ：「コロナ禍の総務省のデジタル・トランスフォーメーションと国際戦略」 

第 2回ZOOM月例研究会は本日開催です．オンライン・イベントですので人数制限はなく午
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後4時まで追加参加を受け付けます．obi_waseda@yahoo.co.jp 事務局：三嶋まで． 

◇開催日時：9月11日（金）18：00～19：30（待機室は17：45から開設） 

 

3. 9月末予定の国際CIO学会世界総会（ワシントンDC）は来年に延期 

9月末に開催予定でありました国際CIO 学会世界年次総会（ワシントンDC）は米国での新

型コロナ感染が長引き来年に開催延期となりました．本件につき，主催大学（ジョージメース

ン大学）の総会事務局から連絡がありました．新日程など詳細が決定しましたら，改めて学会

ニュースでお知らせいたします．各加盟国代表によるウェブ会議は開催予定です． 

4. 【募集中】創立15周年記念学会ジャーナル論文寄稿－2020年10月締切 

2021年3月の学会ジャーナル第15号の発行に際し，論文（一般，査読）を引き続き募集し

ております．皆様のご応募をお待ちしております．  

テンプレート：http://CIO-japan.waseda.ac.jp/docs/journal_template_2012.p 

5. 国際CIO学会世界連合役員会 

新型コロナウィルス感染症拡大により海外出張もままならない折，当学会世界連合の役員会は 8

月 28日にZoom会議を開催し，今後の世界総

会，学会オンラインジャーナル，Webinarワー

クショップ等について議論しました．出席者は，

米国 IAC 会長，インドネシア，イタリア，台

湾，シンガポール，ロシア，日本の各支部会長

です．直前の8月14日には，タイにおけるコ

ロナ対策としてテクノロジーをテーマに，第3

回国際イベントが開催されました． 

 

6. 国連SDGsセミナー 

⚫ 7月まで総務省総務審議官（元首相秘書官）をされた山田真貴子氏（学会メンバー）と先

日第4回国連SDGs“デジタル for SDGs”セミナーを来春ニューヨークの国連本部で学会

と総務省，外務省と開催する旨の相談をしました．御関心のある方，企業の方はご連絡く

ださい． 

                                     以上 
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